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文化的自己観の形成要因と障がい者の在宅および施設入所
－きょうだいの相互独立・相互協調的自己観に影響する障がい者との関係－　

河村　真千子　（日本大学）

１．目的
家庭は人が成長発達を遂げる基本となる場であり、障がい者が社会に適応する過程は家族の間の相互作用が重要な要因となることが指摘される（Oliver, 1996）。すなわち、障がい者とその家族員の相互作用は、障がい者の自立生活を追究する上で重要な人間関係である。きょうだいは、障がい者と同様に親に養育され、障がい者と年齢が近く同時代を最も長く生きる家族員である。本研究では、きょうだい関係に着目し、スキーマの視点から障害の文化的影響を検討することを目的とした。具体的には、きょうだいの文化的自己観とその形成要因との関係、障がい者との相互作用の時期の影響を調査することを目的とした。
２．スキーマとは
過去の体験が長期記憶として獲得されたもので、様々な状況や行動ルールについての情報、自分自身や周りの人々についての情報、実際に起こった事柄や様々な物事についての情報、自己が獲得した方略、情動についての知識、さらにはこれらの情報や知識の間の関係などを含む組織化された認知構造（西田, 2000, p.84）。

３．スキーマの視点から自己をとらえる
（１）．自己スキーマ

自己に関する認知的に一般化された自己に関連した情報の処理をおこなう知識

（２）．自己をスキーマの視点から捉える概念

Ａ．文化的自己観
ある文化において歴史的に作り出され、暗黙のうちに共有されている人の主体の性質についての通念（北山, 1998, p.29）。
主体についての文化的モデル
自己スキーマの型をはかる一つの尺度概念
Ｂ．２つの文化的自己観

a. 相互独立的自己観－自己は周囲の状況とは独立にある主体のもつ様々な属性によって定義される（北山, 1998）。
b. 相互協調的自己観－自己は人間関係そのもの、あるいはそこにある関係性の中で意味づけられている自分の属性が、そこにおける自己の中心的定義となる（北山, 1998）。
４．方法 
（１）．調査方法
　　　質問紙調査法を用いた。相互独立・相互協調的自己観を一次元的にとらえる視点から、きょうだいの相互独立・相互協調的自己観を測定し、その社会的及び文化的形成要因との関係を検討した。さらに、文化スキーマの体得時期である9歳から15歳の時期の障がい者ときょうだいの生活状況を従属変数とし、きょうだいの相互独立・相互協調的自己観とその形成要因の関係を検討した。分析にはSPSSを用いた。
（２）．回答者
　　　18歳以上である障がい者のきょうだい316名。このうち分析対象としたのは312名（男性99名、女性213名）であった。回答者全体の平均年齢は37.73歳（SD=14.42）であり、男　性は40.82歳（SD＝16.17）、女性は36.30歳（SD=13.35）であった。障害の種類は、知的障害（知的障害、ダウン症、自閉症）216名、精神障害22名、身体障害（脳性麻痺、聴覚、視覚、言語、染色体異常等）28名、身体と知的・発達による重複障害29名、不明17名であった。
（３）．調査地および調査期間

平成16年4月から平成16年7月に実施した。

広地域からデータを収集するために、きょうだいの全国的組織、関東、甲信越、関西での組織、大学、福祉行事会場などによる10組織5会場において配布した。
（４）．調査紙および測定尺度の作成
相互独立・相互協調的自己観の優位性を測定する必要があるため、木内（1995）によって作成された相互独立・相互協調的自己観を一次元的にとらえた16項目からなる相互独立・相互協調的自己観尺度を用いた。社会および文化的形成要因は、木内（1997）による質問項目を参考とし、文化的自己観、きょうだいに関する先行研究から要因と項目を検討し、6要因42項目からなる尺度を作成した。
５．結果
　（１）．相互独立的自己観きょうだい群と相互協調的自己観きょうだい群

　　きょうだいの相互独立的自己観と相互協調的自己観の優位性について、相互独立・相互協調的自己観尺度の中央値である2.31よって２分し、相互独立・相互協調的自己観尺度の平均値が2.31以上である者を相互独立的自己観が優勢であり、平均値が2.31以下である者を相互協調的自己観が優勢であるととらえる。相互独立的自己観きょうだい群（N=161）の尺度の平均値は2.70（SD=.31）であり、相互協調的自己観きょうだい群（N=151）の尺度の平均値は2.08（SD=.25）であった（p<.001）。
　（２）．きょうだいの相互独立・相互協調的自己観と社会および文化的形成要因の関係
Table 1　相互独立・相互協調的自己観尺度の得点を従属変数とした
重回帰分析における各要因の標準偏回帰係数

	要因
	 相互独立的群

(N=161)
	　　　相互協調的群

　　　　(N=151)

	  家族
	.24
	**
	-.19
	*

	  高校・大学の学校生活
	.09
	　
	.33
	**

	  現在所属する集団
	.15
	　
	.06
	　

	  異文化体験
	.12
	　
	.22
	　

	  障害による問題や悩み
	.15
	　
	.28
	**

	  障害による得がたい経験
	.27
	**
	.02
	　

	 　（R2乗）　説明率
	.25
	**
	.24
	**

	(注)  *; p<.05, **; p<.01


（３）．文化スキーマの体得時期の障がい者の生活状況と
きょうだいの文化的自己観の関係
　　　Ａ．相互独立的自己観きょうだい群
Table 2　障がい者の生活状況を従属変数とした重回帰分析における
各要因の標準偏回帰係数（きょうだい群：相互独立的自己観）
	要因
	在宅
( N=75 )
	施設等
( N=83 )

	  家族
	.18
	　
	.33
	**

	  高校・大学の学校生活
	.07
	　
	.14
	　

	  現在所属する集団
	.15
	　
	.32
	*

	  異文化体験
	.19
	　
	-.12
	　

	  障害による問題や悩み
	.26
	*
	.01
	　

	  障害の得がたい経験
	.37
	**
	.16
	　

	 （R2乗）　説明率
	.27
	***
	.31
	***

	 (注)　 *;p<.05,  **;p<.01,  ***;p<.001


Figure 1  相互独立的自己観きょうだい群における文化的自己観と形成要因の関係



Ｂ．相互協調的自己観きょうだい群
Table 3　障がい者の生活状況を従属変数とした重回帰分析における
各要因の標準偏回帰係数（きょうだい群：相互協調的自己観）

	要因
	在宅
( N=106 )
	施設等
( N=45 )

	  家族
	-.02
	　
	-.61
	***

	  高校・大学の学校生活
	.35
	***
	.37
	*

	  現在所属する集団
	.10
	　
	-.11
	　

	  異文化体験
	.19
	　
	.11
	　

	  障害による問題や悩み
	.17
	　
	.59
	***

	  障害の得がたい経験
	-.02
	　
	-.05
	　

	  （R2乗）　説明率
	.23
	***
	.51
	***

	 (注)  *;p<.05 ,  **;p<.01,  ***;p<.001


Figure 2  相互協調的自己観きょうだい群における文化的自己観と形成要因の関係

６．考察および結論

本研究の調査より、相互独立的自己観が優勢であるきょうだいは、文化スキーマの体得時期における障がい者の在宅ないし施設入所等による生活状況の相違によって文化的自己観の形成に違いがみられる。障がい者が在宅である場合においては、きょうだいの文化的自己観の形成に｢障害による得がたい経験の影響｣と｢障害による問題や悩みの影響｣が関連することから、障がい者との相互作用を通して相互独立的自己観を発達させ自己スキーマに取り込む傾向があることが示唆された。
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